


































































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
いる。特に図鑑類・絵本・学習マンガやマンガ（手塚
治虫やサスケ・カムイ）などを自宅に置くほか、図書
館から２週間おきに家族で30冊前後借りてきている。
「対象年齢」は気にせず、子どもが興味をもった分野
はどんどん進めていく。工作・料理・お絵かきなどで
は、道具や電気パーツなど材料はほぼ無制限に与えて、
何でも自分で作る。パソコン・デジカメも一人一台、
中古のものを「壊してもいい」ものとして与えている。
　学習についてはなるべくストレートに正解を「教え
ない」ように、試行錯誤させる方針。社会・理科にあ
たる部分は、興味に任せているが、同年齢より進んで
いると思う。漢字・計算は繰り返し練習が苦手なので、
日課を決めて、インターネットで入手した教材を使っ
て練習している。ひらがな・カタカナは自作の練習
シート、他は学習ソフトなどを利用。自ら課題を発見
し、問題解決に取り組むというスタイルが自然に定着
してきている。
　ホームスクーリングは社会性が育たないといわれる
が、地域に出入りする人々（おとな・子ども）と交流
する機会が増えることで、人間関係を構築するスキル
を身につけている。ホームスクーリングは「集団型」
の社会性よりも、「自立型」の社会性を身につけるの
に有利なのではないか。まわりの人達も否定的な反応
はほとんどなく、教育委員会・小学校とも関係は良好
で、今のところ問題はおこっていない。しかし独善的
にならないよう、学校教育とホームスクーリングの双
方の視点から、批判的に検証していく作業が不可欠。
「醍醐西小、洛風中とも共通点を感じており、困難な
ところからこそ変えていく力があると思う」と結ばれ
た。
３．����
　三人のご発表のあと、参加者全員を交えて、「交流
会」が開かれた。三人の各発表者を中心として３グ
ループに分かれ、活発な議論が展開された。
　醍醐西小学校グループでは、家庭環境が困難な子ど
もたちに対する学校としての指導について、より細や
かな質問があった。それに対する答えのなかで、大切
にしているものとして、クラスの友人、教師としての
つながりが挙げられていた。また、「家庭・学校・地
域」のトライアングルができているのが理想だが、
「家庭・地域」を学校が支えているのが現状だという
話もあった。
　洛風中学校グループでは、「洛風は、元の中学校に
戻すことを目的としているのではなく、前に進むこと
を考えている学校である」という説明があった。また、
洛風中学校はまさに学校を問い直すところから始まっ
た学校だが、学校のすべてを否定しているのではなく、
元の学校には行けないものの、それでも集団を求める
子どもたちが来るのであり、また、生徒自らが「枠」
を作ってきた経緯が紹介された。
　童仙房グループでは、学校とホームスクーリングと
の関係を巡っての質問があり、内藤氏から、関係は良
好であるということが述べられた。また内藤氏は、
ホームスクーリングについて「子どもが幼いほど、親
の枠を強烈に押しつけてしまう。だからこそ、日々振
り返り、毎晩夫婦で教育について長時間話し合う。自
信を持ってやっていることは何一つなく、常に自分が
やっているのでよいのか問う」と述べられていた。
４．最後�
　いずれの実践もたいへん心に残るものであった。
「教育」というものをあらためて認識させられたかの
ような感覚があった。
　学校は、「自明」ではない。たぶん学校が初めてで
きたとき、あるいは、困難な状況のなかで初めて学校
教育に触れたとき、誰しもが教育を受ける「喜び」を
感じたのではないだろうか。しかし、教育制度が続く
うちに、それは硬直化し、どこか生命性を失ってし
まったのかもしれない。
　不登校の現象は、学校制度への痛烈な批判であると
ともに、それでもなお学校が持っている力を改めて示
しているようにも思う。３グループに共通してみられ
た「枠」の重要性や、悩みながらの実践は、教育のも
つ重要な点を示しているように思われた。
　シンポジウムは、中身が濃く、教育のもつ力を再認
識させられた時間でもあった。
　最後になったが、シンポジウムにおいてご発表いた
だいた、３人の方々に心よりお礼を申し上げたい。
（文責：桑原　知子）
▶交流会の様子
